















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(図 2) スコラ・カントルム 1932-1933年の男子学生名簿
(Sienのすぐ下の太い線は、学生一人一人を区分するために予め引か
nたもの。
“Composition"の後に書き加えられた IまたはTが何を意味するかは
未詳)
*両図における)a， bは筆者による
88 
ン
デ
ィ
が
洗
の
最
初
の
作
曲
の
先
生
で
あ
っ
た
(
④
)
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
賛
沢
な
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
デ
ィ
が
一
九
=
二
年
一
二
月
二
日
に
死
ん
だ
と
い
う
決
定
的
な
事
実
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
洗
が
作
曲
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
た
の
が
、
一
九
三
二
年
一
O
月
か
ら
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
ダ
ン
デ
ィ
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ダ
ン
デ
ィ
の
死
は
突
然
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
洗
の
ス
コ
ラ
へ
の
在
籍
期
間
の
中
で
、
作
曲
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
て
い
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
一
九
三
一
年
一
O
月
1
一
一
月
だ
け
は
学
内
で
ダ
ン
デ
ィ
と
接
触
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
的
に
も
短
く
、
師
事
し
た
記
録
も
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ラ
ベ
や
リ
オ
ン
ク
ー
ル
は
、
ダ
ン
デ
ィ
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
長
、
作
曲
科
の
教
授
に
な
っ
た
「
大
物
」
で
あ
る
。
時
期
的
に
見
て
、
洗
が
彼
ら
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
⑨
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
作
曲
班
第
二
年
時
」
と
い
う
の
は
、
洗
の
作
曲
ク
ラ
ス
へ
の
在
籍
が
一
年
間
で
あ
る
乙
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
正
式
に
は
あ
り
得
な
い
。
ス
コ
ラ
在
籍
二
年
目
と
い
う
と
と
か
、
ス
コ
ラ
を
止
め
た
後
も
個
人
的
に
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
印
正
常
』
を
リ
オ
ン
ク
ー
ル
が
評
価
し
て
八
O
何
点
か
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
成
績
表
も
楽
譜
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
真
偽
の
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
果
た
し
て
、
こ
の
『
印
臣
官
』
が
い
か
な
る
も
の
か
考
え
る
た
め
に
、
ス
コ
ラ
に
至
る
ま
で
の
洗
の
音
楽
歴
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
「
リ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
洗
は
パ
リ
滞
在
中
の
作
品
の
全
て
を
「
初
期
作
品
、
嘗
試
的
創
作
」
と
注
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
(
*
は
現
存
す
る
も
の
)
。
ー
)
司
日
ロ
0
日比
o
n
g
2
)
印ロ拝。
3
)
印
O
ロ州民図司
O
Z
7
i
。
ロ
ロ
再
虫
目
。
*
(
一
楽
章
の
み
)
4
)
ρ
ロ
R
P
Z門
日
当
o
-
H
p
i
。-pno--o
5
)
叶
ロ
O
(
F
O
〈
O口
付
)
6
)
歌
集
(
全
一
O
曲
)
*
(
四
曲
の
み
)
「
雑
記
」
に
は
以
下
の
順
序
で
書
か
れ
て
い
る
(
③
)
。
l
)
歌
曲
《
牧
歌
》
《
雨
天
的
郷
村
》
《
夜
曲
》
*
(お〕
2
)
印
E
官
官
。
ロ
円
三
ωロ
0
0日
V
N
3
)
印
。
ロ
尽
m
oロ
耳
目
E
O
C
円以
O
日
三
o
Eロ
耳
目
出
削
口
。
。
司
・
ω
*
4
)
風
(
F
0
4
0ロ
件
)
5
)
歌
曲
《
静
子
吟
》
こ
れ
以
後
は
、
帰
国
途
上
の
作
品
と
な
る
。
⑨
で
は
、
リ
オ
ン
ク
ー
ル
か
ら
高
評
価
を
受
げ
た
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
用
の
『
印
丘
宮
』
の
中
で
、
特
に
好
評
だ
っ
た
『
印
R
各
自
母
』
を
弦
楽
四
重
奏
曲
に
編
曲
し
た
と
、
両
者
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
リ
ス
ト
」
の
4
は
訪問吋
ω『
自
己
0
』
で
あ
ろ
う
。
「
雑
記
」
で
、
ピ
ア
ノ
用
と
バ
イ
オ
リ
ン
用
の
二
曲
の
『
印
巳
Z
』
が
書
か
れ
、
「
リ
ス
ト
」
の
も
の
と
合
わ
せ
て
『印巳
Z
』
が
三
曲
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
リ
ス
ト
」
の
中
で
『
忠
告
O
U
日
自
己
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
、
「
雑
記
」
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
『
印
巳
Z
』
で
、
「
雑
記
」
の
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
用
の
「
由
民
百
』
が
「
リ
ス
ト
」
の
『
印
E
百
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
ソ
ナ
タ
』
は
、
現
存
す
る
楽
譜
の
首
頁
上
部
、
欄
外
に
洗
自
ら
の
字
で
「
吋
町
民
宮
正
日
日
包
目
司
耳
目
。
。
ロ
ωRgzqNM』
E
Eミ
【
Mm】
出
包
」
と
あ
り
、
一
九
三
五
年
一
月
二
三
日
に
第
一
楽
章
だ
け
の
形
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
(
③
が
関
係
)
。
こ
の
演
奏
が
洗
の
パ
リ
音
楽
院
入
学
と
関
係
す
る
こ
と
(
第
六
節
参
照
)
を
考
え
る
と
、
初
演
と
作
曲
と
の
聞
に
大
き
な
時
差
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
五
年
初
に
書
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
o
J
ま
た
、
私
が
独
自
に
入
手
し
た
、
『
全
集
』
未
収
録
の
一
九
三
五
年
軍
白
【
幻
)
刑
判
五
月
九
日
付
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ブ
宛
書
簡
で
、
洗
は
訪
問
与
自
己
0
』と
考
『
瀧
子
吟
』
の
完
成
を
伝
え
、
管
楽
器
の
た
め
の
『
、
吋
ロ
O
』
と
中
国
の
一
時
主
題
に
よ
る
『
舞
曲
』
の
構
想
を
諮
る
。
こ
の
3
1
0』と『
F
O
〈
O
旦』
海
が
同
一
の
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
『
F
0
4
0
口同』
組
も
一
九
三
五
年
作
の
可
能
性
が
高
い
。
9
と
い
う
の
も
、
洗
は
、
ス
コ
ラ
在
学
中
の
一
九
三
二
年
三
月
、
季
8
継
紅
、
李
俊
目
回
、
曾
竹
詔
、
鄭
志
声
と
五
人
で
「
中
国
留
法
音
楽
学
【初】
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
洗
の
パ
リ
滞
在
中
を
通
し
て
最
も
身
近
に
い
た
人
物
の
一
人
と
思
わ
れ
る
曾
竹
留
は
、
後
年
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
「
洗
星
海
的
《
風
》
大
約
是
在
一
九
三
五
年
完
成
的
、
但
在
一
九
三
四
年
音
楽
学
会
開
会
【
mv
時
、
他
巳
経
唱
給
大
家
聴
過
了
、
犬
家
也
給
他
提
過
了
些
意
見
。
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
細
部
に
不
明
な
点
は
多
少
あ
り
つ
つ
も
、
「
リ
ス
ト
」
も
「
雑
記
」
も
、
基
本
的
に
は
作
曲
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
『
ソ
ナ
タ
』
以
降
、
洗
の
作
曲
ベ
ー
ス
は
急
加
速
し
て
い
る
。
⑤
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
一
年
に
一
つ
く
ら
い
の
作
品
し
か
生
み
出
せ
な
か
っ
た
パ
リ
時
代
の
初
期
と
、
立
て
続
け
に
作
品
を
生
み
出
し
た
後
期
の
転
換
点
に
『
ソ
ナ
タ
』
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
作
曲
班
第
二
年
時
」
を
ス
コ
ラ
入
学
二
年
目
と
考
え
て
も
、
作
曲
ク
ラ
ス
入
学
か
ら
こ
年
目
と
考
え
て
も
、
『
ソ
ナ
タ
』
の
成
立
に
先
立
つ
一
九
三
四
年
夏
ま
で
に
作
ら
れ
た
『
印
巳
Z
』
は
、
明
ら
か
に
パ
リ
時
代
の
中
で
も
初
期
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
。
留
学
前
に
も
、
洗
は
、
北
京
の
芸
専
と
上
海
の
音
楽
院
で
音
楽
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
。
北
京
で
は
バ
イ
オ
リ
ン
の
選
科
生
と
し
A
M訓
】
て
、
ト
ノ
フ
と
い
う
ロ
シ
ア
人
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
学
ん
で
い
た
が
、
自
ら
は
楽
理
と
古
琴
等
の
中
国
楽
器
も
学
ん
で
い
た
と
す
る
(
「
自
伝
」
)
。
上
海
で
は
バ
イ
オ
リ
ン
と
楽
理
を
学
ん
で
い
た
と
す
る
(
「
履
歴
」
)
。
し
か
し
、
「
リ
ス
ト
」
を
パ
リ
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
音
楽
院
。
時
代
に
は
「
嘗
試
的
創
作
」
す
ら
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
自
ら
認
め
9
た
形
に
な
っ
て
い
る
乙
と
も
あ
る
の
で
、
留
学
以
前
の
楽
理
や
作
曲
法
の
学
習
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
冒
頭
に
書
い
た
通
り
、
洗
は
蕗
耳
と
共
に
現
代
中
国
で
最
も
高
い
評
価
を
受
げ
た
作
曲
家
で
あ
る
が
、
実
は
、
パ
リ
時
代
の
音
楽
的
能
力
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
友
人
・
鄭
式
如
は
、
二
人
が
出
会
っ
た
一
九
三
O
年
夏
の
状
況
と
し
て
「
他
僅
僅
是
一
個
普
通
的
音
楽
愛
好
者
、
在
社
会
土
井
没
有
名
気
、
也
没
有
顕
露
出
超
人
的
天
才
。
」
と
言
い
、
馬
思
聡
は
パ
リ
の
洗
に
つ
い
て
「
除
了
向
外
来
的
境
遇
奮
闘
之
外
、
星
海
還
得
向
自
己
的
資
質
、
自
己
的
年
齢
奮
闘
。
他
井
不
具
有
聡
敏
的
耳
桑
与
霊
活
的
手
指
、
要
従
事
音
楽
的
学
習
、
他
的
年
齢
是
稿
嫌
過
遅
的
、
」
と
言
う
。
以
上
か
ら
、
『
印
E
Z』
は
作
品
番
号
こ
そ
付
い
て
は
い
て
も
、
決
し
て
成
熟
し
た
作
品
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
正
に
「
嘗
試
的
創
作
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
『
印
E
Z』
の
八
O
点
と
い
う
評
価
は
、
作
品
の
絶
対
的
価
値
と
い
う
よ
り
は
、
洗
の
努
力
・
進
歩
や
将
来
的
可
能
性
へ
向
け
て
の
評
価
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
第
六
節
パ
リ
音
楽
院
で
の
学
習
「
パ
リ
音
楽
院
」
と
い
う
の
は
通
称
で
、
洗
が
在
籍
し
た
一
九
三
五
年
当
時
の
正
式
名
称
は
「
の
0
5
0
2
2包
括
E
t
o
E
E
o自
己
包
告
。
【
U
V
E
円
R
円
円
四
日
目
白
巴
宮
内
」
(
国
立
音
楽
・
戯
劇
学
校
)
で
あ
る
。
一
七
九
五
年
創
立
の
、
世
界
で
最
も
歴
史
の
あ
る
音
楽
学
校
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。
洗
と
パ
リ
音
楽
院
と
の
関
係
は
、
今
ま
で
に
も
中
国
で
度
々
問
題
{
お
}
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
①
②
や
⑦
で
パ
リ
音
楽
院
を
卒
業
し
た
と
言
い
、
⑦
で
は
そ
れ
を
一
九
三
五
年
春
の
こ
と
と
し
な
が
ら
、
別
の
文
章
で
は
、
六
月
一
七
日
の
試
験
の
た
め
に
準
備
を
し
て
【
M
V
い
る
こ
と
を
語
る
、
と
い
っ
た
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
【
繍
注
2】
私
は
パ
リ
音
楽
院
か
ら
も
、
洗
の
登
録
者
名
簿
(
図
3
)
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
「
新
発
見
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
注
お
前
掲
写
真
集
第
一
一
頁
に
、
既
に
そ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
は
洗
が
パ
リ
音
楽
院
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
、
様
々
な
記
載
の
意
味
が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
こ
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
名
前
「
出
町
ロ
(
印
山
口
問
F
E
)
」
に
は
問
題
な
い
。
出
身
地
は
「
マ
カ
オ
(
中
国
)
」
で
、
父
は
「
印
ぽ
ロ
の
E
E円
」
、
母
は
「
印
日
E
Eげ
巧
O
口
問
」
(
図
3
の
a)
、
生
年
月
日
は
一
九
一
一
年
五
月
一
一
日
で
あ
る
(
図
3
の
b
)
。
「
自
伝
」
に
よ
れ
ば
父
は
「
洗
喜
泰
」
、
母
は
「
賞
蘇
英
」
で
、
こ
れ
に
嘘
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
父
の
名
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
母
は
不
可
解
で
あ
る
。
洗
の
親
族
で
「
ロ
0.n
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*図中の }a~d及び←e， fは筆者による
巧
吉
岡
」
と
表
記
さ
れ
得
る
名
前
は
見
出
す
ご
と
が
出
来
な
い
。
自
分
の
生
年
月
日
に
関
す
る
洗
自
身
の
記
述
は
矛
盾
を
含
み
、
暖
昧
で
あ
る
。
「
自
伝
」
で
は
「
到
七
歳
時
祖
父
死
了
。
我
和
母
親
算
着
双
手
去
奮
闘
、
経
過
了
将
近
三
十
年
的
惨
淡
生
活
」
と
語
り
、
「
履
歴
」
で
は
「
現
年
三
十
二
歳
」
と
語
る
。
書
か
れ
た
時
期
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
約
半
年
早
い
だ
け
な
の
で
、
「
将
近
三
十
年
」
が
ど
の
程
度
の
時
聞
を
表
す
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
二
1
五
年
の
ズ
レ
が
あ
る
と
一
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
《
お
)
洗
の
出
生
と
幼
少
期
に
つ
い
て
は
、
母
親
・
黄
蘇
英
に
よ
る
メ
モ
が
、
洗
自
身
の
言
葉
以
外
で
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
斉
統
恰
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
洗
の
生
年
月
日
を
一
九
O
五
年
六
月
二
二
日
と
し
て
【関
V
い
る
。
妥
当
な
結
論
だ
と
思
う
。
洗
が
パ
リ
音
楽
院
で
、
誕
生
日
を
五
月
一
一
日
と
し
て
申
請
し
た
の
は
、
陰
暦
と
陽
暦
を
混
同
し
て
い
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
洗
は
一
九
三
八
年
の
日
記
で
も
、
五
月
一
一
日
に
「
我
的
生
日
」
と
書
い
て
い
る
。
問
題
は
、
洗
が
そ
の
生
年
を
一
九
一
一
年
と
し
て
音
楽
院
に
登
録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
登
録
者
名
簿
に
は
、
洗
の
パ
リ
音
楽
院
へ
の
入
学
が
一
九
三
五
年
一
月
二
二
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
(
図
3
の
C
)
。
所
属
は
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
大
家
・
ポ
ー
ル
・
デ
ュ
カ
の
作
曲
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
(
図
3
の
d
)
。
洗
が
な
ぜ
、
学
期
の
途
中
の
、
非
常
に
中
途
半
端
な
時
期
に
入
学
を
認
め
ら
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
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こ
の
日
に
ち
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
五
節
で
見
た
通
り
、
入
学
許
可
の
翌
日
・
一
月
一
一
一
一
一
日
に
パ
リ
音
楽
院
で
彼
の
『
ソ
ナ
タ
』
が
初
演
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
曲
の
初
演
と
洗
の
入
学
は
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
事
情
で
こ
の
曲
の
楽
譜
を
デ
ュ
カ
が
見
て
才
能
(
実
力
や
可
能
性
)
を
認
め
、
自
ら
の
裁
量
で
自
分
の
ク
ラ
ス
へ
の
入
学
を
許
可
し
、
そ
の
お
披
露
目
と
し
て
公
開
演
奏
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
パ
リ
音
楽
院
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
当
時
、
パ
リ
音
楽
院
作
曲
科
の
入
学
時
年
齢
制
限
は
一
O
月
一
日
現
在
満
二
八
歳
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
九
O
五
年
六
月
生
ま
れ
の
洗
は
、
一
九
三
五
年
一
月
時
点
で
満
二
九
歳
と
な
り
、
年
齢
制
限
を
超
え
て
し
ま
う
。
洗
が
一
九
一
一
年
生
ま
れ
と
申
告
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
年
齢
制
限
と
の
関
係
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
下
げ
幅
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
自
分
の
将
来
性
を
よ
り
大
き
く
見
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
留
学
生
の
生
年
月
日
は
、
通
常
は
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
洗
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
未
発
見
な
の
で
、
そ
乙
に
い
か
な
る
生
年
月
日
が
書
か
れ
て
い
た
か
は
確
認
し
ょ
う
が
な
い
。
前
述
の
通
り
、
洗
は
自
分
の
生
年
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
の
で
、
何
か
の
事
情
で
実
際
に
一
九
一
一
年
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
仮
に
年
齢
制
限
に
か
か
る
一
九
O
六
年
以
前
の
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
時
代
的
な
問
題
も
あ
り
、
学
校
と
し
て
書
類
の
確
認
を
あ
ま
り
厳
格
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
洗
は
自
分
が
在
籍
し
た
ク
ラ
ス
を
「
高
級
作
曲
班
」
と
書
く
が
、
残
念
な
が
ら
「
n
g自
AWE-umEOR」
と
呼
ぶ
べ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
存
在
し
な
い
。
登
録
者
名
簿
に
あ
る
通
り
、
「
作
曲
」
は
あ
く
ま
で
も
「わ
O
B唱。盟
2
0ロ
冨
5
目
色
。
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑦
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
栄
誉
奨
」
の
獲
得
は
、
賞
の
有
無
そ
の
も
の
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
分
か
ら
な
い
。
貧
窮
の
中
で
努
力
し
、
最
高
学
府
へ
の
入
学
を
果
た
し
た
洗
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
、
師
の
デ
ュ
カ
は
、
僅
か
四
ヶ
月
後
の
五
月
一
七
日
に
心
臓
発
作
の
た
め
に
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
登
録
者
名
簿
に
「
忌
ω目
i
E
g
pロ
同
区
.
5
E」
と
あ
る
(
図
3
の
e)
の
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
六
年
に
か
け
て
の
年
度
を
、
正
規
の
手
続
き
を
取
っ
て
休
学
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
続
い
て
「
H
U
U由
l
H
N
0
2
同
mqim
w丘
町
田
」
と
あ
る
(
図
3
の
f
)
《
締
注
3】
の
は
、
一
九
三
六
年
は
、
一
O
月
二
一
日
に
学
習
規
則
第
六
六
条
に
基
づ
い
て
除
籍
と
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
習
規
則
第
六
六
条
は
二
つ
の
項
か
ら
成
る
が
、
問
題
に
な
る
の
は
第
二
項
で
、
そ
れ
は
「
〉
HM
、
ω宮
内
町
民
d
q
F
o
ι
0
2
ロ
O円
。
。
目
。
巳
忌
ω
ω
g
z
o同
任
。
忠
君
百
戸
耳
芹
『
o
z
m
-
o問
H
E
B
R
O
O
M
E
m
F
2
2
5庄
司
包
吉
区
耳
目
ω岡
宮
包
(
正
当
な
理
固
な
し
に
新
学
期
に
登
校
し
な
か
っ
た
い
か
な
る
学
生
も
退
学
し
た
と
見
な
さ
れ
る
と
と
い
う
も
の
で
あ
ザ
令
。
洗
は
一
九
三
五
年
の
夏
に
帰
国
し
、
以
後
パ
リ
を
訪
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
休
学
期
間
の
切
れ
た
一
九
三
六
年
一
O
月
一
日
に
登
校
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
規
則
第
六
六
条
の
第
二
項
に
該
当
し
、
そ
の
月
の
一
二
日
に
除
籍
の
手
続
き
が
取
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
以
上
が
、
登
録
者
名
簿
に
書
か
れ
た
内
容
の
全
て
で
あ
る
。
ま
た
、
洗
が
在
籍
し
た
の
は
デ
ュ
カ
の
作
曲
ク
ラ
ス
だ
け
で
あ
っ
て
、
指
揮
の
ク
ラ
ス
に
は
在
籍
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
①
の
表
現
は
誇
張
と
音
問
う
べ
き
で
&
あ
る
。
洗
が
⑦
で
一
九
三
五
年
春
に
卒
業
し
た
と
す
る
の
は
、
夏
に
帰
国
し
た
こ
と
や
、
デ
ュ
カ
の
死
と
の
関
係
で
、
卒
業
を
信
滋
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
う
あ
ろ
う
。
ま
た
、
④
で
洗
は
、
パ
リ
音
楽
院
教
授
ノ
エ
ル
・
ガ
ロ
ン
荊
(
Z
o
o
-
の巴】
O
ロ
)
か
ら
和
声
法
や
対
位
法
を
学
ん
で
い
た
と
書
い
て
考
い
る
。
ガ
ロ
ン
は
自
分
の
貧
困
を
知
っ
て
、
授
業
料
を
取
ら
な
か
っ
掛
た
と
も
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ロ
ン
へ
の
節
事
が
、
正
式
な
入
海
学
で
は
な
く
、
個
人
的
な
入
円
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
山
田
真
偽
に
つ
い
て
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
洗
が
な
ぜ
学
半
ば
で
パ
リ
を
離
れ
た
か
の
理
由
は
、
洗
に
よ
れ
ば
主
に
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
存
亡
の
危
機
に
あ
る
祖
国
へ
93 
の
思
い
で
あ
り
(
「
経
過
」
)
、
も
う
一
つ
は
、
卒
業
し
て
、
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
音
楽
学
習
に
つ
い
て
も
一
定
の
目
標
は
達
成
し
た
か
ら
ヂ
ユ
ム
刀
で
あ
る
(
①
②
⑦
)
。
一
方
、
⑦
に
は
「
社
未
先
生
逝
世
、
我
就
不
能
再
継
続
留
在
巴
察
研
究
了
」
と
い
う
、
少
し
気
に
な
る
一
節
が
付
付
加
え
ら
れ
て
い
る
。
洗
が
教
え
を
受
け
た
人
と
し
て
、
前
の
引
用
に
は
オ
ー
バ
ー
ド
ッ
フ
ァ
1
、
ガ
ロ
ン
、
ラ
ベ
、
リ
オ
ン
ク
l
ル
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
と
い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
名
前
が
並
ぶ
し
、
「
風
』
の
公
開
演
奏
を
聴
い
て
洗
を
評
価
し
た
人
と
し
て
ビ
ュ
セ
1
ル
や
ラ
ベ
ル
の
名
前
も
見
え
る
。
特
に
ピ
ュ
セ
ー
ル
に
つ
い
て
洗
は
、
パ
リ
時
代
に
最
も
印
象
深
か
っ
た
(
恐
ら
く
は
最
も
よ
く
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
)
人
と
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ド
ッ
フ
ァ
1
、
デ
ュ
カ
と
と
も
に
そ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
(
「
雑
記
」
)
。
デ
ユ
カ
の
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
て
い
た
他
の
学
生
は
、
担
当
教
授
を
変
え
て
学
習
を
継
続
し
て
い
る
。
洗
の
場
合
も
そ
れ
は
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
し
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
一
流
の
音
楽
家
に
評
価
さ
れ
、
指
導
を
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
、
デ
ュ
カ
が
死
ん
だ
だ
け
で
、
こ
れ
以
上
パ
リ
で
勉
強
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
た
、
と
言
う
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
祖
国
へ
の
思
い
が
つ
の
っ
て
い
た
と
と
ろ
、
デ
ュ
カ
の
死
を
き
っ
か
げ
に
帰
国
の
決
心
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
か
、
自
分
の
ク
ラ
ス
へ
の
入
学
を
認
め
た
デ
ュ
カ
の
評
価
は
間
違
い
が
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
他
の
人
達
と
洗
と
の
関
係
は
、
洗
が
言
う
ほ
ど
は
よ
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
七
節
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
と
の
関
係
前
の
二
節
で
、
洗
が
学
ん
だ
と
い
う
二
つ
の
音
楽
学
校
と
洗
と
の
関
係
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
②
で
は
、
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ア
の
援
助
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
へ
の
入
学
も
実
現
し
た
と
い
う
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
し
、
⑤
で
は
、
洗
の
作
品
を
ラ
ジ
オ
放
送
や
公
開
演
奏
す
る
な
ど
の
方
法
で
、
世
の
中
に
売
り
出
し
て
く
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
ア
は
、
洗
が
パ
リ
で
関
わ
っ
た
と
す
る
人
物
の
中
で
も
極
め
つ
け
の
大
家
で
も
あ
る
の
で
、
現
在
分
か
る
乙
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
に
関
す
る
洗
自
身
の
言
葉
と
し
で
は
、
②
⑥
の
他
、
一
九
三
五
年
一
一
月
二
日
付
『
大
公
報
」
に
載
っ
た
記
載
に
引
用
さ
れ
た
書
簡
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
九
三
三
年
六
月
に
洗
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
寄
せ
た
書
簡
の
一
節
と
し
て
「
従
前
我
対
伶
説
俄
国
音
楽
家
照
顧
我
的
事
、
不
到
四
月
的
時
光
、
他
就
到
了
美
園
。
我
便
要
在
巴
禁
再
渡
普
生
活
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
俄
国
音
楽
家
」
が
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
か
ど
う
か
、
も
し
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
が
い
つ
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
洗
と
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
と
の
関
係
も
あ
る
程
度
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
洗
の
回
想
類
の
範
囲
を
超
え
て
洗
と
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ア
の
関
係
に
触
れ
た
の
は
、
私
が
知
る
限
り
で
、
井
上
頼
豊
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
イ
ス
、
左
貞
観
だ
け
で
あ
る
。
井
上
は
、
一
九
二
二
年
に
洗
が
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ブ
の
ア
パ
ー
ト
の
七
階
に
住
み
、
数
ヶ
月
間
、
家
事
雑
用
を
手
伝
い
な
が
ら
作
品
を
見
て
も
ら
い
、
熱
心
・
勤
勉
に
学
ん
だ
こ
と
{刊さ
を
書
い
て
い
る
が
、
典
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。
ナ
イ
ス
は
一
九
三
二
年一
O
月
三
日
付
の
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
か
ら
プ
1
レ
に
宛
て
た
書
簡
に
基
づ
き
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ブ
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
洗
星
海
の
面
倒
を
見
て
い
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
一
次
史
料
に
基
づ
く
貴
重
な
情
報
の
よ
う
だ
が
、
実
は
と
の
書
簡
に
洗
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
印
日
開
。
A
却
)
叶
ω問
。
円
を
洗
と
取
り
違
え
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
在
住
の
中
国
人
作
曲
家
・
左
貞
観
は
、
一
九
九
一
年
に
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
の
生
誕
一
O
O周
年
を
記
念
し
て
ソ
連
作
曲
家
出
版
社
が
出
版
し
た
回
想
録
で
、
セ
ル
ゲ
イ
の
息
子
で
あ
る
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
が
、
あ
る
一
時
期
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
一
家
の
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
の
三
階
に
洗
が
寄
宿
し
て
雑
用
を
し
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ソ
連
内
務
省
の
文
書
館
で
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
一
九
四
O
年
末
に
洗
が
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
時
、
ソ
連
当
局
が
洗
ら
中
国
共
産
党
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
に
生
活
上
・
工
作
上
の
要
望
を
尋
ね
た
際
の
文
書
を
左
の
友
人
が
発
見
し
、
そ
こ
に
は
、
洗
が
提
出
し
た
三
つ
の
要
望
の
一
つ
と
し
て
「
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
と
会
う
【伺
V
こ
と
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
、
二
つ
の
霊
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
洗
が
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
込
み
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
作
曲
に
つ
い
て
も
何
か
し
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と
と
は
間
違
い
が
な
い
。
私
が
ス
コ
ラ
か
ら
入
手
し
た
名
簿
に
は
、
学
生
の
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
。
洗
の
場
合
、
一
九
=
二
1
一
九
三
二
年
は
、
二
ハ
区
の
「
N
N
吉
田
2
2
冨
R
Eロ
」
で
あ
っ
た
(
図
1
の
b
)
が
、
一
九
三
二
1
一
九
三
三
年
は
一
五
区
の
「
目
2
0
〈
色
。
巳
E
回
忌
可
」
と
書
か
れ
、
そ
れ
が
二
重
線
で
消
さ
れ
た
上
で
、
新
た
に
一
四
区
の
「
品
目
。
合
同
ν
R
n
冨
o
E
S
Rぽ
」
と
書
き
直
さ
れ
て
い
る
(
図
2
の
b
)
。
こ
れ
は
、
年
度
の
途
中
で
転
居
の
手
続
き
が
取
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
実
は
、
乙
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
日
E
0
4
色
。
旦
百
周
忌
可
」
は
他
で
も
な
い
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
の
住
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
三
二
年
一
O
月
一
日
の
時
点
で
、
洗
は
間
違
い
な
く
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
年
度
内
に
そ
こ
を
去
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
)
ζ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年
に
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
7
宅
に
住
み
込
明
み
を
し
て
い
た
と
い
う
井
上
の
説
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
な
り
、
一
考
九
三
二
年
の
秋
だ
け
が
問
題
と
な
る
。
一
山
で
は
、
こ
の
時
期
に
、
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
ア
の
訪
米
は
あ
っ
た
の
だ
蹴
ろ
う
か
。
プ
ロ
コ
フ
イ
エ
フ
書
聞
の
発
信
地
を
た
ど
る
と
、
プ
ロ
コ
ぬ
フ
ィ
エ
フ
は
、
確
か
に
、
一
九
三
二
年
一
二
月
半
ば
か
ら
翌
年
二
月
初
め
ま
で
ア
メ
リ
カ
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
転
居
を
余
儀
5
 
9
な
く
さ
れ
、
そ
こ
ま
で
四
ヶ
月
に
満
た
な
い
と
す
れ
ば
、
洗
の
同
居
は
九
月
下
旬
か
ら
一
一
一
月
半
ば
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ス
コ
ラ
の
名
簿
と
も
う
ま
く
結
び
付
く
。
よ
っ
て
、
『
大
公
報
』
引
用
書
簡
に
お
け
る
「
俄
国
音
楽
家
」
は
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
h
つ。
も
っ
と
も
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
は
八
月
来
、
地
中
海
に
面
し
た
サ
ン
ト
・
マ
ク
シ
ム
に
、
お
そ
ら
く
は
家
族
も
一
緒
に
滞
在
し
て
い
て
、
一
O
月
一
五
日
に
な
ら
な
い
と
パ
リ
に
戻
ら
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
洗
は
主
が
不
在
の
家
に
引
っ
越
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
宅
に
は
使
用
人
が
い
た
の
で
、
む
し
ろ
不
可
解
な
の
は
、
主
が
不
在
の
家
に
引
っ
越
し
た
洗
が
、
主
の
一
時
的
な
演
奏
旅
行
を
原
因
と
し
て
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
伝
作
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
九
三
二
年
一
一
月
1
一
二
月
、
あ
る
い
は
一
九
三
三
年
四
月
の
ソ
連
旅
行
を
大
き
な
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
九
一
八
年
以
来
海
外
で
の
生
活
を
続
け
て
き
た
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ブ
の
目
が
、
急
激
に
祖
国
に
向
か
い
始
め
た
と
と
を
指
摘
す
説
。
洗
が
プ
ロ
コ
フ
イ
エ
フ
宅
を
出
る
と
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
旅
行
で
は
な
く
、
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ブ
の
ソ
連
と
の
関
係
の
深
ま
り
に
よ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
宅
を
出
る
こ
と
で
、
再
び
困
窮
生
活
を
始
め
た
こ
と
が
、
ス
コ
ラ
で
の
学
習
を
継
続
で
き
な
か
っ
た
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
96 
洗
が
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
ブ
と
ど
の
よ
う
に
知
り
合
い
、
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
そ
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
込
む
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
更
に
実
際
の
指
導
の
状
況
、
洗
の
ス
コ
ラ
や
パ
リ
音
楽
院
へ
の
入
学
に
関
す
る
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
フ
の
援
助
等
に
つ
い
て
は
一
切
分
か
ら
な
い
。
第
五
節
で
考
察
し
た
通
り
、
こ
の
時
期
は
洗
の
基
礎
的
な
学
習
期
に
当
た
っ
て
い
る
上
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
ア
自
身
も
作
曲
と
演
奏
活
動
と
に
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
大
家
に
よ
る
本
格
的
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
が
、
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
フ
が
同
居
を
認
め
た
以
上
、
何
か
し
ら
心
引
か
れ
る
も
の
を
洗
が
持
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
⑥
③
に
見
え
る
通
り
、
洗
自
身
に
よ
っ
て
、
パ
リ
時
代
の
最
高
傑
作
と
し
て
語
ら
れ
る
の
は
、
一
九
三
五
年
に
作
曲
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
(
第
五
節
参
照
)
『
風
(
F
O
〈
E
C』
と
い
う
ソ
プ
ラ
ノ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
作
品
で
あ
る
。
「
風
』
が
い
か
に
好
評
を
博
し
た
か
の
証
明
と
し
て
、
洗
は
、
こ
の
作
品
が
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
フ
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
と
書
き
、
洗
の
帰
国
後
の
友
人
で
あ
る
若
栴
は
、
「
俄
籍
音
楽
家
プ
ロ
コ
フ
イ
エ
ア
普
羅
珂
葬
叶
夫
親
自
演
奏
星
海
的
。
風
ヘ
這
個
音
楽
会
騒
動
了
巴
繋
的
音
楽
界
、
引
得
巴
禁
的
新
聞
記
者
不
断
的
訪
問
他
、
報
紙
則
以
顕
著
的
地
位
刊
登
星
海
的
像
片
和
他
的
曲
譜
、
称
誉
他
為
稀
有
的
天
才
【付
V
作
曲
家
」
と
さ
え
書
く
。
一
九
四
九
年
執
筆
の
こ
の
回
想
は
、
洗
星
海
神
格
化
の
記
念
碑
と
も
見
え
る
が
、
帰
国
後
の
洗
が
自
ら
尾
ひ
れ
を
付
け
て
語
っ
た
も
の
に
も
見
え
る
。
残
念
な
が
ら
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ア
演
奏
の
『
風
』
が
巻
き
起
こ
し
た
圧
倒
的
な
評
判
を
裏
付
け
る
も
の
は
、
何
も
見
出
す
と
と
が
出
来
て
い
な
い
。
第
五
節
で
触
れ
た
洗
か
ら
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
に
宛
て
た
「
新
出
」
書
簡
は
、
一
九
三
四
年
一
二
月
二
日
、
一
九
三
五
年
一
月
二
九
日
、
五
月
九
日
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
作
品
を
見
て
欲
し
い
の
で
会
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
五
月
九
日
付
け
に
対
し
て
は
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
秘
書
が
、
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
フ
は
ソ
連
に
演
奏
旅
行
{
日
制
}
中
で
、
六
月
に
な
ら
な
い
と
帰
ら
な
い
旨
返
信
し
て
い
る
(
実
際
の
帰
還
は
十
月
と
な
っ
た
)
。
わ
ず
か
半
年
の
聞
に
三
回
も
面
会
を
求
め
る
手
紙
が
書
か
れ
、
そ
こ
に
は
二
人
が
会
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
謝
辞
の
よ
う
な
文
言
も
一
切
な
く
、
一
月
二
九
日
付
に
至
っ
て
は
、
パ
リ
音
楽
院
合
格
を
知
ら
せ
つ
つ
、
「
U
O
問
冨
器
官
F
5
=
百
戸
宵
目
白
〕
二
o
-
E
E
o
rロ
O司
君
F
E
d
i
-
-
H
g
E
m
m
ロ
巳
H
F
O
司
。
釦
向
。
耳
目
印
ロ
ロ
同
日
吉
田
何
回
ω
』
E
5
2
0口
問
『
同
耳
目
。
」
と
、
ほ
ん
の
数
分
を
割
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
十
分
だ
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
哀
願
調
と
も
言
っ
て
よ
い
調
子
で
書
か
れ
て
い
る
。
v
」
こ
か
ら
、
実
際
に
面
会
(
指
導
)
が
実
現
し
た
、
ま
し
て
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
ア
が
自
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
洗
の
曲
を
世
間
に
紹
介
す
る
労
を
執
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
フ
の
訪
ソ
、
デ
ュ
カ
の
死
と
洗
の
帰
国
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
と
め
洗
は
、
一
九
=
一
O
年
春
に
パ
リ
に
到
着
し
、
約
一
年
経
っ
た
一
九
三
一
年
夏
頃
か
ら
本
格
的
な
学
習
活
動
を
始
め
、
一
九
一
一
一
一
1
一二年
に
ス
コ
ラ
、
一
九
三
五
年
前
半
に
パ
リ
音
楽
院
と
い
っ
た
有
名
な
学
校
に
籍
を
置
き
、
ご
く
一
時
な
が
ら
プ
ロ
コ
ア
ィ
エ
ブ
の
庇
護
も
受
け
、
デ
ュ
カ
の
よ
う
な
有
名
な
音
楽
家
に
も
学
び
な
が
ら
、
あ
る
程
度
評
価
に
値
す
る
室
内
楽
作
品
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
実
力
を
持
つ
に
到
っ
た
が
、
学
半
ば
に
し
て
帰
国
し
た
、
と
い
う
の
が
、
約
五
年
間
の
パ
リ
時
代
の
正
し
い
概
要
で
あ
る
。
洗
の
パ
リ
時
代
に
関
す
る
記
述
は
、
ま
ず
最
も
客
観
的
な
史
料
で
あ
る
ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ル
ム
と
パ
リ
音
楽
院
の
名
簿
に
書
か
れ
た
事
実
か
ら
出
発
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
く
中
国
で
議
論
さ
れ
、
或
い
は
殴
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
き
た
そ
れ
ら
の
学
校
と
洗
と
の
関
係
に
J
つ
い
て
は
、
本
稿
で
お
よ
そ
決
着
が
つ
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
プ
明
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
相
当
程
度
の
解
決
を
見
た
考
と
言
一
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
叫
そ
し
て
、
そ
乙
を
起
点
と
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
史
料
や
客
観
的
海
要
素
で
あ
る
ダ
ン
デ
ィ
や
デ
ュ
カ
の
死
と
い
っ
た
こ
と
を
、
洗
の
状
孔
況
と
結
び
合
わ
せ
て
い
く
時
、
洗
自
身
の
叙
述
に
は
、
「
音
楽
歴
を
よ
り
華
や
か
で
権
威
あ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
明
確
な
方
向
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
パ
リ
留
学
を
七
年
間
と
語
り
、
パ
リ
音
楽
院
高
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級
作
曲
班
を
卒
業
し
た
と
書
い
て
い
る
と
と
、
ス
コ
ラ
で
師
事
し
た
人
物
と
し
て
、
ア
ィ
リ
ッ
プ
や
ボ
レ
ル
は
童
聞
か
ず
に
、
ダ
ン
デ
ィ
を
挙
げ
て
い
る
乙
と
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
洗
が
「
経
過
」
や
「
雑
記
」
を
パ
リ
か
ら
書
き
始
め
た
の
も
、
単
に
作
曲
家
と
し
て
の
自
覚
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
目
撃
者
の
多
い
m
の
時
期
か
ら
で
は
、
そ
れ
ら
の
よ
う
な
潤
色
が
出
来
な
い
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
憶
測
も
生
じ
て
く
る
。
洗
が
こ
の
よ
う
な
潤
色
を
し
た
理
由
は
、
魯
芸
も
し
く
は
延
安
で
の
彼
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
だ
っ
た
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
自
伝
」
「
履
歴
」
が
入
党
申
請
に
当
た
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
、
自
分
の
経
歴
を
華
や
か
に
見
せ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
経
歴
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
と
の
印
象
を
持
た
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
、
家
庭
環
境
は
下
層
の
母
子
家
庭
な
の
で
問
題
な
い
と
し
て
も
、
聞
の
最
初
の
広
州
暮
ら
し
の
時
期
か
ら
、
農
村
と
自
分
の
関
わ
り
を
、
そ
し
て
北
京
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
労
働
運
動
、
学
生
運
動
と
の
関
係
を
力
説
す
る
。
パ
リ
時
代
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
「
国
際
工
会
」
「
留
法
学
生
総
会
」
と
の
関
係
、
共
産
党
員
と
の
接
触
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
今
回
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
洗
が
作
曲
家
と
し
て
強
い
成
功
願
望
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
98 
点
に
つ
い
て
も
、
今
回
は
指
摘
し
て
お
く
に
止
め
る
。
特
に
パ
リ
留
学
中
の
と
と
に
つ
い
て
は
、
身
近
に
中
国
人
が
少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
残
さ
れ
た
証
言
も
少
な
く
、
洗
自
身
の
一
言
葉
に
の
み
基
づ
い
て
事
跡
が
語
ら
れ
、
し
か
も
洗
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
の
指
摘
は
し
に
く
い
社
会
状
況
が
あ
っ
た
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
誤
り
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
洗
星
海
像
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
で
は
、
主
に
パ
リ
に
お
貯
る
洗
星
海
の
音
楽
に
関
す
る
足
跡
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る
も
の
は
、
単
に
パ
リ
滞
在
中
の
洗
の
事
跡
の
み
な
ら
ず
、
一
九
三
九
1
一
九
四
O
年
の
洗
の
立
場
と
、
そ
の
中
で
よ
り
有
利
な
生
き
方
を
模
索
す
る
洗
の
心
の
揺
れ
動
き
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
今
回
の
考
察
が
、
決
し
て
直
ち
に
現
代
中
国
に
お
け
る
洗
昼
海
像
の
全
て
を
虚
像
と
結
論
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
論
を
閉
じ
る
。
主
(
l
)
脚
本
は
王
朝
柱
『
洗
星
海
』
(
北
岳
文
芸
出
版
社
、
二
O
O五
年
)
(2)
注
4
後
掲
『
洗
星
海
全
集
』
第
七
巻
に
写
真
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
注
5
後
掲
の
明
言
論
文
に
は
、
こ
の
言
葉
と
洗
星
海
の
「
神
化
」
の
関
係
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
毛
の
権
威
確
立
の
過
程
は
、
中
嶋
嶺
雄
編
『
中
国
現
代
史
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
)
の
第
六
章
(
徳
田
教
之
筆
)
参
照
(3)
例
え
ば
、
洗
の
代
表
作
で
あ
る
『
黄
河
大
合
唱
』
は
、
洗
の
書
い
た
二
つ
の
版
の
他
に
、
私
が
知
る
だ
け
で
も
五
つ
の
版
が
あ
る
が
、
一
般
に
編
曲
者
の
名
前
は
付
さ
ず
に
演
奏
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
(4)
広
東
高
等
教
育
出
版
社
刊
。
た
だ
し
、
こ
の
「
全
集
」
は
編
集
上
の
問
題
を
多
く
含
む
こ
と
が
、
戴
鵬
海
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
「
『
洗
星
海
全
集
』
編
輯
工
作
拐
議
(
上
、
下
)
」
(
『
中
央
音
楽
学
院
学
報
」
一
九
九
七
年
二
期
、
三
期
)
)
。
な
お
、
全
一
O
巻
の
う
ち
、
文
章
は
第
一
巻
の
み
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お
け
る
洗
の
文
章
の
引
用
は
、
必
要
に
応
じ
て
初
出
の
み
注
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
(
5
)
『
音
楽
探
索
』
二
O
O七
年
一
期
、
二
期
(6)
『
星
海
音
楽
学
院
学
報
』
一
九
八
九
年
二
期
、
三
期
、
四
期
、
一
九
九
O
年
一
期
、
と
四
回
に
分
け
て
連
抑
制
(7)
戴
鵬
海
「
唯
史
不
可
以
為
偽
|
|
秦
啓
明
《
洗
星
海
年
譜
簡
編
》
偽
誤
実
録
(
上
、
下
)
」
(
『
星
海
音
楽
学
院
学
報
』
一
九
九
六
年
一
期
、
二
期
)
(8)
馬
思
聡
「
憶
洗
星
海
」
(
『
新
翠
日
報
(
重
慶
版
)
』
一
九
四
六
年
一
月
五
日
、
中
央
音
楽
院
中
国
音
楽
研
究
所
編
『
洗
星
海
専
輯
』
二
、
内
部
参
考
資
料
、
一
九
六
二
年
、
所
収
)
、
滑
回
友
「
洗
星
海
在
巴
繋
」
(
『
人
民
音
楽
』
一
九
五
O
年
二
期
、
同
前
所
収
)
、
鄭
式
如
「
憶
星
海
」
(
『
河
北
音
訊
』
一
九
八
一
年
一
期
、
中
園
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
・
広
州
音
楽
学
院
共
編
『
洗
星
海
専
輯
』
四
、
広
東
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
所
収
)
、
閲
文
「
洗
星
海
在
巴
繋
的
音
楽
生
渥
1
1
1
訪
問
中
央
美
術
学
院
教
授
曾
竹
詔
紀
実
」
(
『
人
民
音
楽
』
一
九
八
七
年
五
期
)
(9)
『
人
民
音
楽
』
一
九
八
六
年
三
期
(
日
)
「
広
州
音
楽
学
院
学
報
』
一
九
八
三
年
三
期
、
注
8
前
掲
『
洗
星
海
専
輯
』
四
、
所
収
(
日
)
「
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
八
六
号
(
一
九
七
四
年
)
、
第
一
一
一
一
号
(
一
九
七
八
年
)
、
第
二
工
ハ
号
(
一
九
七
九
年
)
、
第
一
三
三
号
(
一
九
八
O
年
)
と
四
回
に
分
付
て
連
載
(
ロ
)
も
と
「
札
記
」
で
あ
る
が
、
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
、
『
全
集
』
で
は
「
雑
記
」
に
改
め
て
い
る
。
今
、
『
全
集
』
に
従
う
。
(
日
)
一
九
三
O
年
七
月
一
一
一
日
付
の
洗
か
ら
萱
任
竪
に
宛
て
た
書
簡
に
「
我
到
巴
察
将
有
四
月
了
」
と
あ
る
。
以
下
は
、
前
節
で
挙
げ
た
自
伝
類
に
基
づ
く
。
(M)
①
と
同
じ
内
容
に
付
、
(
1
)
(
2
)
の
内
容
を
省
略
し
た
。
(
日
)
こ
の
後
の
改
組
の
話
も
含
め
て
、
陳
時
群
「
従
国
立
音
楽
院
到
国
立
音
楽
専
科
学
校
的
創
業
十
年
」
(
『
音
楽
芸
術
(
上
海
音
楽
学
院
学
報
)
」
二
O
O七
年
三
期
)
。
た
だ
し
、
音
楽
院
の
音
専
へ
の
改
組
は
、
学
生
運
動
で
混
乱
し
た
当
局
が
そ
れ
を
収
拾
す
る
た
め
に
行
っ
た
と
い
う
陳
の
説
は
、
一
般
的
理
解
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
注
7
前
掲
戴
鵬
海
論
文
(
上
)
で
は
、
改
組
へ
の
動
き
が
更
に
早
い
時
期
か
ら
進
ん
で
い
て
、
)
両
者
は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
戴
の
示
す
根
拠
も
妥
当
で
あ
る
し
、
鳴
こ
と
の
大
き
さ
と
作
業
の
速
さ
の
著
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
じ
時
、
戴
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
改
組
発
令
が
八
月
二
O
日
で
あ
っ
た
時
こ
と
は
、
陳
建
翠
・
陳
浩
編
『
民
国
音
楽
史
年
譜
』
(
上
海
音
楽
出
版
股
社
、
ニ
O
O五
年
)
に
よ
る
。
町
一
(
日
)
「
重
温
我
和
星
海
同
志
在
一
起
的
一
些
往
事
」
(
一
九
八
二
年
一
一
洗
月
三
日
、
注
8
前
掲
『
洗
星
海
専
輯
』
四
、
所
収
)
。
な
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
洗
の
人
脈
は
ほ
と
ん
ど
未
詳
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
親
人
」
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
。
99 
(
口
)
何
士
徳
「
憶
洗
星
海
母
子
在
上
海
」
(
『
新
文
化
史
料
』
一
九
九
五
年
三
期
)
及
び
注
8
前
掲
馬
の
回
想
(
日
)
「
歓
迎
挟
着
小
提
琴
帰
国
的
瀞
子
l
l
l
行
将
在
濯
挙
行
個
人
作
品
演
奏
会
的
洗
星
海
」
(
『
大
公
報
」
一
九
三
五
年
一
一
月
二
日
、
注
8
前
掲
『
洗
星
海
専
輯
』
二
、
所
収
)
。
記
事
の
末
尾
に
は
「
十
月
末
日
喬
子
泳
寄
」
と
あ
る
。
注
加
と
も
関
係
す
る
の
で
確
認
し
て
お
く
が
、
喬
と
は
洗
の
広
州
時
代
か
ら
の
友
人
・
司
徒
喬
で
あ
る
。
喬
が
『
大
公
報
』
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
洗
「
悼
亡
師
保
羅
・
杜
キ
」
の
編
注
に
あ
り
、
北
京
の
泳
筈
胡
同
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
沈
従
文
の
随
筆
「
我
所
見
到
的
司
徒
喬
先
生
」
(
『
心
与
物
潜
』
陳
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
O
O七
年
、
所
収
)
に
見
え
る
。
(
日
)
注
8
前
掲
馬
の
回
想
。
ル
ピ
は
筆
者
付
す
。
(
初
)
次
段
落
も
含
め
て
、
張
静
蔚
編
『
馬
思
聡
年
譜
』
(
中
国
文
聯
出
版
社
、
二
O
O四
年
)
に
よ
る
。
(
幻
)
洗
が
百
繋
歌
劇
院
的
首
席
小
提
訴
骨
家
」
(
「
雑
記
」
)
と
書
く
以
外
に
、
い
か
な
る
情
報
も
得
ら
れ
て
い
な
い
。
(
幻
)
ス
コ
ラ
に
つ
い
て
は
、
出
R
q
閏
gro--Rd再
開
堅
守
冨
E
R
同
2
2
m
-右
足
∞
F
叶
E
E
E
E内
同
国
民
ω
O
ロ
F
円
o
E
o
p
邦
訳
、
有
村
祐
輔
監
訳
『
古
楽
の
復
活
」
(
東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
)
が
詳
v
レい。
(
幻
)
私
の
重
ね
て
の
依
頼
に
よ
り
、
ス
コ
ラ
は
一
九
三
0
年
代
前
半
の
学
生
名
簿
を
発
見
し
、
洗
の
名
前
の
見
ら
れ
る
頁
の
み
、
P
D
F
で
送
っ
て
く
れ
た
が
、
一
般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
る
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
書
誌
情
報
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
(
剖
)
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
名
は
ス
コ
ラ
に
よ
る
。
ポ
レ
ル
及
び
以
下
に
登
場
100 
す
る
音
楽
家
の
伝
記
的
事
柄
に
つ
い
て
は
、
注
記
し
な
い
限
り
な
↓
z
zod々
の
自
認
己
目
耳
目
o
E
q
E品
冨
日
笠
宮
ω之
呂
田
P
冨
R
E
M
-
-
E
H
V
与
野
F
o
g
-
開
口
問
E
E
の
日
本
語
版
『
ニ
ュ
l
グ
ロ
1
ヴ
世
界
音
楽
大
事
典
』
全
二
三
巻
(
講
談
社
、
一
九
九
五
年
)
に
よ
る
。
(
お
)
「
O
匂
」
と
は
作
曲
者
自
身
に
よ
る
作
品
番
号
の
こ
と
。
洗
の
「
O
官
こ
が
何
か
は
未
詳
(
町
四
)
こ
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
『
全
集
』
第
五
巻
の
編
注
に
も
あ
る
が
、
写
真
が
中
国
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
編
の
写
真
集
『
洗
星
海
』
(
人
民
音
楽
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
に
あ
っ
て
、
洗
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
直
接
確
認
で
き
る
。
(
幻
)
寸
F
O
印
再
開
。
可
円
。
宵
0
由
。
〈
〉
】
日
E
Z
(の
oEm自
国
同
町
タ
C
E〈
R
E
q
。
門
戸
O
旦
O
ロ
)
所
蔵
の
書
簡
(
H
H
H
貝・
8
U
)
。
こ
れ
は
、
私
の
照
会
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
一
九
三
四
年
末
1
一
九
三
五
年
五
月
に
書
か
れ
た
洗
の
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
フ
宛
書
簡
三
通
(
す
べ
て
自
筆
・
英
文
)
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ブ
の
秘
書
か
ら
洗
宛
の
書
館
一
通
(
タ
イ
プ
・
英
文
)
が
同
時
に
発
見
さ
れ
た
。
(
お
)
洗
は
こ
の
団
体
に
言
及
し
て
い
な
い
。
初
出
の
文
献
は
未
詳
で
あ
る
が
、
注
お
前
掲
写
真
集
に
は
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
却
)
注
8
前
掲
閥
文
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。
な
お
、
洗
は
『
風
』
を
冬
に
書
い
た
と
し
て
い
る
(
「
経
過
」
)
の
で
、
着
想
は
一
九
三
四
年
一
1
二
月
作
と
推
測
さ
れ
る
。
7
I
t
(
却
)
現
存
す
る
芸
専
の
「
音
楽
系
第
一
次
学
生
演
奏
会
・
貝
吐
穿
百
周
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
紀
念
音
楽
会
秩
序
単
」
(
『
全
集
』
第
七
巻
所
収
)
に
は
、
演
奏
者
の
一
人
と
し
て
「
小
提
琴
選
科
洗
星
海
君
(
託
先
生
組
こ
と
あ
る
。
「
託
」
ト
ノ
フ
と
は
「
託
諾
夫
」
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
洗
は
、
「
履
歴
」
の
見
出
し
に
芸
専
で
学
ん
だ
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
「
履
歴
」
「
自
伝
」
等
の
本
文
で
は
北
京
大
学
音
楽
伝
習
所
で
学
ん
だ
と
す
る
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
熊
楽
悦
は
注
目
前
掲
随
想
の
中
で
考
証
を
行
い
、
北
京
大
学
の
図
書
館
で
働
き
、
音
楽
ー
伝
習
所
の
諮
義
を
傍
聴
し
た
こ
と
く
ら
い
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
在
籍
し
て
い
た
の
は
芸
専
だ
け
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
洗
の
記
述
に
は
、
権
威
主
義
的
傾
向
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
(
担
)
共
に
注
8
前
掲
回
想
(
お
)
資
料
の
捜
索
、
解
説
で
、
パ
リ
音
楽
院
の
F04宏
事
昂
氏
に
大
変
世
話
に
な
っ
た
。
パ
リ
音
楽
院
は
、
一
九
三
四
年
一
一
一
月
六
日
の
規
則
改
正
で
名
称
を
変
更
し
た
。
洗
が
書
い
て
い
る
の
は
旧
称
で
あ
る
が
、
洗
在
籍
当
時
は
、
ま
だ
旧
称
が
一
般
に
適
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る。
(
お
)
例
え
ば
注
7
及
び
注
9
前
掲
論
文
(
鈍
)
「
悼
亡
師
保
羅
・
社
未
」
(
一
九
三
五
年
五
月
下
句
1
六
月
上
句
執
筆
。
「
大
公
報
・
芸
術
週
刊
』
一
九
三
五
年
八
月
一
O
日
に
掲
載
)
。
官
頭
に
、
原
稿
の
送
り
状
で
あ
る
司
徒
喬
宛
て
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
数
曲
に
つ
い
て
、
「
預
備
六
月
一
七
日
的
考
試
用
」
と
あ
る
。
(
お
)
「
全
集
』
第
七
巻
に
「
洗
星
海
家
庭
簡
況
」
と
し
て
写
真
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
モ
は
、
「
全
集
』
の
編
集
実
務
担
当
者
・
斉
統
恰
の
「
洗
星
海
的
生
日
」
と
い
う
論
文
(
『
広
州
音
楽
学
院
学
報
」
一
九
八
四
年
Z
一
期
)
に
、
洗
の
母
・
賞
素
英
の
遺
品
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
洗
が
自
分
の
出
生
状
況
を
知
る
た
め
に
母
親
に
問
い
合
わ
せ
た
手
紙
に
対
す
る
回
答
と
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
話
も
あ
る
(
向
延
生
氏
談
)
。
(
お
)
注
目
ω
前
掲
論
文
(
幻
)
注
同
前
掲
記
事
(
お
)
『
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
』
(
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
八
年
)
(却
)
U
S
E
Z
5
4
2
r急
電
一
司
。
自
国
己
目
E
Z丹
FOJ号
車
同
∞
由
同
i
H申
印
印
と
N
g
u
J
P
F
C
E
S
B
H
q
p
o目
Z
O羽
田
2
0ロ
自
ι
HLOEoロ
ナ
イ
ス
が
典
拠
と
す
る
書
簡
は
、
注
幻
前
掲
所
蔵
(
H
H
H
H
-
H
N
C
)
。
(ω)
「
星
海
在
蘇
聯
之
新
探
」
(
『
人
民
音
楽
』
二
O
O五
年
七
期
)
(HU)
回
目
-04弓
同
o-uEm
。
ロ
に
よ
る
英
訳
E
印
巴
宮
古
品
-
E
E
E
え
印
。
円
同
盟
可
円
。
}
呂
田
O〈-w
岡
山
田
川
町
mwz。円再
MmmEO円
ロ
ロ
自
〈
O吋
ω宵
可
唱
円
冊
目
旭
国
。
ω
E
ロ
に
よ
る
。
プ
ロ
コ
ブ
ィ
エ
ア
の
伝
記
類
に
も
訪
米
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る
が
、
前
後
の
訪
ソ
に
比
べ
て
、
扱
い
は
非
常
に
経
く
、
腰
昧
で
あ
る
。
(
必
)
注
目
U
前
掲
書
簡
集
所
収
一
九
三
五
年
一
O
月
五
日
付
ミ
ャ
ス
コ
ア
ス
キ
l
宛
書
簡
(
必
)
特
に
出
向
】
。
巧
問
。
町
田
ロ
ωoロ
R
印
向
指
E
H
v
g
r
o出
2
u
m
E吉
岡
E
)
乱
回
目
、
=
呂
田
叶
JHHrE間
LLod〈
J円
。
長
は
、
こ
の
時
期
の
プ
ロ
コ
ブ
イ
鳴
エ
ブ
を
丁
寧
に
追
い
、
夫
人
口
E
の
証
言
も
用
い
て
い
て
、
説
得
力
(
が
あ
る
。
岬
(H
)
「
憶
洗
星
海
周
志
」
(
毛
子
良
編
『
人
民
歌
手
洗
星
海
』
一
九
四
九
年
、
伝
三
聯
書
庖
。
注
8
前
掲
『
洗
星
海
専
輯
』
二
、
所
収
)
。
ル
ピ
は
筆
者
邸
付
す
。
洗
(
必
)
注
幻
前
掲
の
も
の
の
他
、
一
二
月
二
日
、
一
月
二
九
日
、
秘
書
そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
番
号
は
(
H
H
H
畠
・
ω
呂
)
(
H
H
H
同
・
由
。
白
日
)
(
H
H
H
同
・
お
日
)
で
あ
る
。
101 
(
必
)
注
お
前
掲
メ
モ
に
、
父
親
の
職
業
と
し
て
「
操
航
海
業
」
と
あ
り
、
ま
た
、
一
O
月
に
死
亡
し
、
そ
の
翌
年
五
月
に
星
海
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
洗
の
妾
・
銭
的
玲
は
洗
の
話
と
し
て
船
上
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
伝
え
(
「
憶
星
海
」
一
九
七
五
年
五
月
一
一
日
記
、
『
人
民
音
楽
』
一
九
七
七
年
六
月
、
注
B
前
掲
『
洗
星
海
専
輯
』
四
、
所
収
)
、
船
上
生
活
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
(
補
注
1
)
洗
の
文
章
に
は
欧
文
の
つ
づ
り
の
間
違
い
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
手
稿
の
も
の
か
、
『
全
集
』
編
集
時
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
引
用
に
当
た
り
、
筆
者
の
判
断
で
そ
れ
ら
を
訂
正
し
た
。
た
だ
し
、
③
の
同
岳
山
口
品
は
、
当
時
の
パ
リ
音
楽
院
長
烈
任
o
E
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
が
、
つ
づ
り
の
違
い
が
大
き
す
ぎ
て
確
定
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
(
補
注
2
)
原
名
E
同
お
耳
目
2
5
2
U民
自
己
2
2皆
目
l
H
8
S
H
由ω
∞ョ
同
vm門戸
ω
n
g
m
O
2
E
q
-
ω
問
笹
山
正
ω
(同
β
閲
覧
日
吋
)
(
補
注
3
)
原
名
=
同
R
Z
E
E昨
日
間
自
5
5
E
E
E
Z
H
U
N
H
3
H
O
R
ロ巴
O
B
E
o
-
且
mwE
回附円
E
E
H
Aロ
OHり
口
百
mm-mO喧
ご
ロ
E
H
U
N
H
た
だ
し
、
年
齢
制
限
に
関
す
る
部
分
だ
け
は
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
三
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
引
用
し
た
英
訳
は
、
パ
リ
音
楽
院
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
